	
	医)熊本歯列矯正センター年間研修予定および到達目標　　指導責任者:池上富雄

	
	前期  
	後期 

	１年次
	1. 不正咬合の状態を把握し，治療計画の立案ができるようになること
2. 矯正患者に対し適切なアプローチが行えるようになること
3. 矯正治療における形態的、機能的検査および分析が行えるようになること
4. 上記検査を行うための資料採得ができるようになること
5. 上記検査、分析を行うためのコンピュータソフトに習熟すること
  
	1. 分析に基づいた診断ならびに治療計画の立案ができるようになること
2. 正しいbracket positioning の方法を身につけ、症例のset-up 　　　　　　(Bracket 及びBandの装着)が出来るようになること
3. 基本的な矯正装置（リンガルアーチ、ポーターアプライアンス、            screw拡大装置など）の製作ができるようになること
4. 臨床研究、症例発表などのためにWeb上において文献検索ができるようになること

	２年次
	1. 治療計画に従い装置を装着し適切な歯の移動を行えるようになること
2. Standard Edgewise法で必要なWire bending が行えるようになること
3. スタンダードなマルチブラケット法及びそれから発展したストレートワイヤー法などが行えるようになること
4. 治療記録を取るポイントを習得し、自分の行っている症例の記録を残して終了後に反省の材料とすることが出来るようになること
5.顎機能矯正法の原理を理解し、装置を調整、使用できるようになること
	1. Temporary Anchorage Device(TAD)を応用した矯正治療ができるようになること
2. Multiloop Edgewise Arch Wire法､当センター独自のHOTS法などができるようになること
3. 治療効果の判断ができるようになり、症例発表や臨床研究発表が出来るようになること。
4．プライベートな研究会において症例報告を行うこと

	３年次

	1. 矯正専門医として困難な症例に対しても患者を中心 とした適切な治療目標の設定が出来るようになること
2. 矯正専門医として口腔外科医と協力して外科の併用が必要な       　　症例に対処できるようになること
3. 手術室に立ち会って口腔外科医と協力して、適切な処置ができ､必要な指示が出せるようになること 
4. 我が国における保険制度と診療実務を理解し､実践できること
	1. 矯正専門医として隣接領域(補綴、保存､耳鼻咽喉科など)の専門医と協力して、総合的なアプローチを必要とするような症例（口蓋裂など）に対処できるようになること
2. 舌側からの矯正法ができるようになること
3. 日本矯正歯科学会またはその関連学会において臨床研究報告または症例報告を行うこと 
4.医の倫理、患者の権利、歯科医師の義務と責任について理解し、全人的な診療が出来るようになること


